
令和３年度４月（第１回）雲仙市教育委員会定例会会議録 

 

期   日   令和３年４月２６日（月）午後１時３０分から午後２時３８分 

場   所   雲仙市千々石庁舎３階 大会議室 

出 席 者   ・下田和章教育長 ・前田眞一教育長職務代理者 ・森下祐樹委員 

・仁禮智加子委員 ・駒田義弘委員  

        ・事務局  冨永教育次長、小松参事監兼総務課長、草野学校教育課長 

堀田生涯学習課長、加藤スポーツ振興課長 

総務課 森田参事補（書記） 

 

 

欠 席 者   なし 

 

会議日程 

 

第 1  前回会議録の件 

 

第２  報告事項 

（１） 教育長の報告 

（２） 各課の事業等の取り組み状況及び計画 

（３） 各課からの報告 

 

 

第３ 付議事項 

 報告第１号 教育委員会事務局職員の人事異動について 

報告第２号 雲仙市図書館協議会委員の委嘱について 

報告第３号 雲仙市教育支援委員の委嘱について 

 

 

第４ その他 

次回雲仙市教育委員会定例会の招集日程について 

 

 

 

 



教育長が令和３年度４月（第１回）雲仙市教育委員会定例会の開会を宣言する。 

 

日程第１ 前回会議録承認の件 

「前回会議録承認の件」を議題とし、令和２年度第１２回定例会会議録署名委員に仁禮委

員及び駒田委員を指名する。 

 

事務局 

・会議録を読み上げ提案する。 

 

委員 

・8 ページの総合教育会議に関する私の発言について、発言の趣旨と少し違っているので、

「学校に任せ切りという表現で良いのか。」、「関心を持たれたようだ。」と訂正して欲しい。 

 

教育長 

・委員の意見のとおり訂正することを確認後、ほかに意見、質問がないことから第１２回

定例会会議録の承認を宣言する。 

 

 

日程第２ 報告事項 

（１）教育長報告 

・教育長が資料により、月例報告について説明・報告を行う。 

 

教育長 

・意見、質問がないことを確認する。 

 

 

（２）各課の事業等の取組状況及び計画 

 

事務局 

・資料により各課別に説明する。 

 

委員 

・環境整備班の 5 月の取り組み計画に愛野小学校ろ材交換とあるが、ろ材とは何か。 

 

事務局 

・プールの水をろ過する為にろ過機に入れている材料の交換を予定している。 

 

委員 

・現在の環境整備班の仕組みと人数を教えて欲しい。 

 

事務局 

・現在、環境整備班には 3 名の職員がいるが、設計額が大きい建設工事等を発注する場合、



建築課に事務委任をしている。比較的設計額が小さい修繕工事は、環境整備班で発注を

行っている。また、教育施設の簡単な修繕工事や除草作業などは、環境整備班で雇用す

る 4 名の施設維持管理会計年度任用職員が対応している。 

 

委員 

・学校の樹木の伐採はしないのか。 

 

事務局 

・あまり高くない木の伐採は、会計年度任用職員でも行うが、クレーンを使わないと出来

ないようなものについては、業者にお願いをしている。 

 

委員 

・去年は、コロナの関係で、春に行っていた運動会が秋に移行された。私は、秋のほうが

いいと思うが、今年は多くの学校で春に予定されている。周りの意見とかは、参考にし

たのか。 

 

事務局 

・学校が、近隣の学校と相談したかと思うが、最終的には校長が判断をしている。 

コロナが無ければ、9 月の残暑の厳しい時期よりも春の方が適切だということで、コロナ

の状況を見ながら、出来る範囲の運動会をこの 5 月に多く計画をしているものと考えて

いる。 

 

委員 

・今週からゴールデンウイークに入って、人の移動が予想される。現在、島原半島では落

ち着いているがこのゴールデンウイーク明けは爆発的に増加しそうな感じがする。 

そんな中、運動会を 5 月 6 月にやることが心配になった。 

 

事務局 

・その点は、こちらも心配している。先週に入って急に長崎県で増加している。 

この点は、学校にも伝えているので、もしかしたら様子を見ながら運動会の延期等も考

えるかもしれない。状況を考えながら適切に判断するよう伝えたいと思う。 

 

委員 

・昨年の今頃は、コロナの関係でいろんな制約があったと思うが、今年はどうか。 

 

事務局 

・昨年は、4 月 22 日から 5 月 10 日まで、学校の臨時休業を行った。長崎県内のコロナ感

染者が急に増えてきたが、今のところ感染防止対策を施した上で通常の教育活動を行っ

ている。 

ただ、外部との接触等には神経を使っていて、いろんな行事の来賓等を制限するとか、

あるいは職場体験など外に出ていく活動については制限をして対応している。 

 



委員 

・不登校の状況には影響は無いか。 

 

事務局 

・コロナに関わるものかどうかという点は、判断出来ない部分があるが、通常これまで 28

名程度で推移をしていたが、昨年度末には 30 名を超え 31 名となった。中学校が若干減

って小学校のほうが増え、全体的に少し増えているが、これがコロナと関連があるか、

把握出来ていない。 

 

 

（３）各課からの報告 

・スポーツ振興課より、「聖火リレー」について、総務課より「教育委員に関連する年間行

事予定」について説明。 

 

教育長 

・聖火リレーについては、28 日、30 日にもう 1 回会議があるのか。 

 

事務局 

・県の予定では、4 月 30 日だが、コロナウイルスの状況次第では、28 日に実施について協

議をするとのこと。 

 

委員 

・のぼり坂にあたった人が大変かなと思うが、年齢などを考慮してあるのか。 

 

事務局 

・余り年齢的なものは考慮をされていないと思う。公表されていないところが結構あって、

これは言って良いのかわからないが、第 1 走者と最終走者が、雲仙市の方になっている。 

 

教育長 

・名前とかは、当日まで一切明かさないのか。 

 

事務局 

・雲仙市の方は、小浜町の宮田隆さんと貝原幸三さん。 

 

教育長 

・その他に意見、質問は無く、承認を確認する。 

 

 

日程第３ 付議事項 

１、報告第１号 教育委員会事務局職員の人事異動について 

 

 



事務局 

・資料により説明 

 

教育長 

・特に意見質問が無いことから承認を宣言する。 

 

 

２、報告第２号 雲仙市図書館協議会委員の委嘱について 

 

事務局 

・資料により説明 

 

教育長 

・特に意見質問が無いことから承認を宣言する。 

 

 

３、報告第３号 雲仙市教育支援委員の委嘱について 

 

事務局 

・資料により説明 

 

教育長 

・特に意見質問が無いことから承認を宣言する。 

 

 

日程第４ その他 

 

１、教育次長より吾妻町ふるさと会館などを使って行われる雲仙市の新型コロナワクチン

接種の計画について資料により説明 

 

２、令和 3 年５月 2６日（水）午後 1 時 30 分から５月定例会を雲仙市千々石庁舎 3 階大会

議室で開催することを確認する。 

 

委員 

・先日、保護者の方から大会出場激励費について相談があったが、住民票が雲仙市にあっ

ても市外に下宿している場合は、対象外になったのか。 

 

事務局 

・市の監査委員から、例えば、住民票は雲仙市にあったとしても実際は学校の寮とか福岡

の大学の周辺に住んでいる学生が、インカレや国体に出場した時に激励費を出している

のは、本来激励費の対象外とすべきではないのかなど、きちんと雲仙市に住んでいる確

認をとっているのかと指摘があり、取り扱いを見直した。 



 

教育長 

・住民票が雲仙市にあっても、実態として他県他市に住んでいる人たちは、激励費の対象

にならないということか。 

 

事務局 

・激励費の対象外となる。 

 

委員 

・前回「ケンボソー」の話題が出たが、愛野の代表の方に直接聞いたら、「ケンボーソー」

が正しいと言われたが。 

 

事務局 

・何回か確認したが、愛野は「ケンボーソー」で、吾妻は「ケンボソー」と言うとのこと。 

 

委員 

・コロナのステージが上がる可能性が高いが、そうなった場合、例えば学校の部活動は、

市外との試合を無くすなどの通知を教育委員会から学校に出すのか。 

 

事務局 

・ステージによって対応を変える必要があると思う。昨年度は、例えば、おととしの 3 月、

一番最初の臨時休業の時に学校を休校にした時は、部活動を中止、そこから春休みに入

る 3 月 25 日以降、部活動は自校のみと、この段階ではまだ、県内では 2 例目とか、その

ぐらいのレベルだったが、自校のみとした。 

令和 2 年度に入って、4 月 22 日からまた、臨時休業。緊急事態宣言で学校が休みにな

ると、ここから部活動も全面休止となった。学校が 5 月 11 日に再開をしたときに、部活

動は自校のみ。そこから徐々に解除して、市内のみ県内のみとなってきている。 

基本的に、ステージが 2 とか 3 に上がると、県の教育委員会から県立学校の対応とい

うものが各市町に示される。この流れで今の所、県外を制限している。県外との交流は、

行くのも迎えるのも駄目。ただし、上部団体、県の高体連あるいはその中学校で中体連、

全国組織等の主催あるいは後援する大会については別扱いとするという状態がずっと続

いている。新たな段階に今のところまだ入っていないので、県外の活動を制限している

という状況だが、先週からの状況によって県が新たな情報を出した場合は、こちらも対

応しないといけないと思っている。 

また、現在雲仙市では、学校等では起こっていないが、学校での発生があれば、部活

動についても制限をしないといけなくなると思っている。 

いずれにしても、状況を見て、教育委員会から学校に指示を出すという流れとなる。 

 

事務局 

・小学生クラブ活動振興会については、学校協議会と連携して、中学校と同様な対応をす

ることになる。 

その場合、51 団体に通知が必要となるが、電話で連絡をしたりメールで連絡をしたり



しているが、なかなか連絡がつかなかったりして苦慮している。 

 

委員 

・去年の中体連では、陸上大会を陸上部だけの大会にしたと思うが、今年もそのような予

定か。 

 

事務局 

・昨年度は、球技武道大会が 1 か月後の 6 月末に伸びて、陸上大会が先にあって、そのあ

と球技・武道大会となって、両方出ることが出来なかったということもあって、昨年度

が特例みたいな措置であった。 

今年度については、明日の中体連の理事会で検討されるが、今のところ、一昨年まで

のやり方で準備をしていると思う。 

 

 

教育長 

・ほかに意見、質問、報告等がないことを確認し、令和３年度４月（第１回）雲仙市教育

委員会定例会の閉会を宣言する。 

 

 


